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　海フェスタ in ふだい「活魚のつか
みどり大会」での一場面。参加者はは
だしで水槽に入り、サケやタコを追い
ました（関連記事 10〜11㌻）
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３９億５２３万円の使い道

　

９
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
た
村
議
会
定
例
会
で
、
平
成
26
年
度
の
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
39
億
５
２
３
万
円
。
前
年
度
に
比
べ

15
億
３
２
７
万
円
、
27
・
79
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
前
に
も
増
し
た
希
望
の
村
づ
く

り
に
使
わ
れ
た
大
切
な
村
の
お
金
。
今
月
は
、
そ
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
と
、
村
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

諸収入
9,161万円

3.0％

村債
2億5,675万円

8.5％

繰越金
2億6,811万円

8.9％

村税
1億9,699万円

6.5％

国・県支出金
5億917万円

16.9％

グラフ１  歳入（入ったお金）30億1,980万円

繰入金
9,205万円

3.1％

その他
1億9万円

3.3％

寄付金
1,010万円

0.3％

地方交付税
14億9,493万円

49.5％

　
特
別
会
計
は
、
特
別
な
収
入
と

支
出
で
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経

理
処
理
が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

　
村
に
は
く
ろ
さ
き
荘
や
医
科
・

歯
科
診
療
所
、
簡
易
水
道
な
ど
６

事
業
の
特
別
会
計
（
下
表
参
照
）

が
あ
り
、
平
成
26
年
度
は
全
て
の

会
計
で
歳
入
が
歳
出
を
上
回
り
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に

施
設
な
ど
を
建
設
、
改
修
し
た
と

き
の
借
金
が
あ
り
、
そ
の
返
済
分

な
ど
を
一
般
会
計
か
ら
補
充
し
て

い
ま
す
。
歳
出
の
項
目
で
い
え
ば

繰
出
金
が
そ
れ
に
当
た
り
、
26
年

度
は
２
億
７
９
２
万
円
を
一
般
会

計
か
ら
繰
り
出
し
て
い
ま
す
。

その他
6,319万円

2.2％

扶助費・補助費
4億7,883万円

16.7％

公債費
3億7,013万円

12.9％

災害復旧事業費
1億8,407万円

6.4％ 普通建設事業費
5億9.377万円

20.8％
繰出金

2億792万円
7.3％

グラフ２  歳出（使ったお金）28億6,210万円

物件費
4億595万円

14.2％

人件費
4億320万円

14.1％

積立金
1億5,504万円

5.4％

◦地方交付税　14億9,493万円（16億5,242万円）
　国から交付されるお金
◦国・県支出金　５億917万円（９億8,386万円）
　事業を行うための国・県からの補助金
◦繰越金　２億6,811万円（11億1,627万円）
　前年度から繰り越されたお金
◦村債　２億5,675万円（２億5,373万円）
　国から借りたお金
◦村税　１億9,699万円（１億9,887万円）
　村民税や固定資産税など皆さんから集めたお金
◦繰入金　9,205万円（２億5,460万円）
　財源を確保するため村の預金から切り崩したお金
◦諸収入　9,161万円（8,649万円）
　村の預金利息や貸付金の元利収入
◦寄付金　1,010万円（829万円）
　災害義援金などで集まったお金

◦普通建設事業費　５億9,377万円（５億6,810万円）
　公共施設の新増設など建設事業に必要な投資的経費
◦扶助費・補助費　４億7,883万円（４億6,288万円）
　被扶養者に支給する費用や補助金など
◦物件費　４億595万円（３億4,761万円）
　賃金、委託料など消費的性質の経費
◦人件費　４億320万円（４億2,278万円）
　職員、特別職の給与、議員や各種委員の報酬など
◦公債費　３億7,013万円（３億7,559万円）
　国などから借りたお金を返済するための経費
◦繰出金　２億792万円（２億786万円）
　特別会計へ支出する経費
◦災害復旧事業費　１億8,407万円（16億7,127万円）
　東日本大震災など災害復旧事業に当てる経費
◦積立金　１億5,504万円（２億7,138万円）
　財政規模や税収入に応じて積み立てる経費

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
会　計 歳　入 歳　出 差引額

国 民 健 康 保 険 ４億9,590万円 ４億5,114万円 4,476万円

国民健康保険診療施設 ２億6,064万円 ２億1,319万円 4,745万円

簡 易 水 道 9,294万円 8,566万円 728万円

休 養 施 設 事 業 ２億8,616万円 ２億4,297万円 4,319万円

漁 業 集 落 排 水 事 業 2,204万円 2,159万円 45万円

後期高齢者医療事業 2,923万円 2,858万円 65万円

計 11億8,691万円 10億4,313万円 １億4,378万円
26年度から設計工事が行われ、今年完成した普代分署（７月27日）

　
決
算
は
、
１
年
間
に
ど
れ
だ
け

の
お
金
が
村
に
入
り
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た

か
を
集
計
し
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

村
に
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

２
つ
の
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

決
算
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
村
の
基
本
的
な
仕

事
の
た
め
の
も
の
で
、
公
共
工
事

や
保
健
福
祉
事
業
、
一
般
職
・
特

別
職
の
給
料
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。
26
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

（
収
入
）
は
30
億
１
９
８
０
万
円
、

歳
出
（
支
出
）
が
28
億
６
２
１
０

万
円
で
、
差
し
引
い
た
１
億
５
７

７
０
万
円
は
平
成
27
年
度
の
繰
り

越
し
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
収
入
で
支
出
を
賄

ま
か
な

う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
も
の

で
、
く
ろ
さ
き
荘
や
簡
易
水
道
会

計
な
ど
６
事
業
で
、
合
計
で
歳
入

が
11
億
８
６
９
１
万
円
、
歳
出
が

10
億
４
３
１
３
万
円
で
す
（
３
㌻

参
照
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
の

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
翌
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
、
一
般
会
計
の
歳

入
30
億
１
９
８
０
万
円
の
内
訳
は

３
㌻
の
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で

す
。
で
は
こ
の
お
金
は
ど
う
使
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
？

　
歳
出
28
億
６
２
１
０
万
円
の
内

訳
は
３
㌻
の
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り

で
す
。
１
番
多
か
っ
た
の
は
普
通

建
設
事
業
費
の
５
億
９
３
７
７
万

円
（
20
・
８
％
）
で
、
普
代
分
署

の
建
設
や
村
道
の
整
備
工
事
な
ど

の
事
業
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
番
目
は
扶
助
費
・
補
助
費
の

４
億
７
８
８
３
万
円
（
16
・
７
％
）

で
、
各
支
援
金
や
給
付
金
の
支
給

な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
番
目
は
物
件
費
の
４
億
５
９

５
万
円
（
14
・
２
％
）。
こ
れ
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
係

る
整
備
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し

た
。

財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
も
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
村
は
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
補
助
金
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
優
先
度
、
緊
急
度

を
十
分
に
考
慮
し
復
興
に
向
け

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
ん
で

い
き
ま
す
。
次
㌻
で
は
26
年
度

の
決
算
か
ら
見
る
村
の
財
政
状

況
を
解
説
し
ま
す
。

　
以
上
、
簡
単
に
26
年

度
の
決
算
を
説
明
し
ま

し
た
。
復
興
関
連
事
業

の
完
了
な
ど
で
歳
入
歳

出
額
は
減
額
し
震
災
前

の
予
算
規
模
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

財
源
の
余
裕
度
を
表
す

財
政
力
指
数
を
見
る
と

０
・
１
４
０
と
低
く
、

優先・緊急度を考慮

【用語の説明　※（　）内は前年度決算額】【用語の説明　※（　）内は前年度決算額】

   

そ
も
そ
も
「
決
算
」
っ
て
？

   

特
別
会
計
、
各
会
計
で
黒
字
   

一
般
会
計
、
28
億
の
使
い
道
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前
ペ
ー
ジ
で
は
、
26
年
度
村
に
入
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
国
の
指
標
に

基
づ
く
数
字
を
見
な
が
ら
、
26
年
度
の
村
の
財
政
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

元気な子 どもたちの笑顔をいつまでも…（子ども園運動会）

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

チェック！！　
国
は
、
平
成
19
年
に
「
地
方
公

共
団
体
財
政
健
全
化
法
（
以
下
・

健
全
化
法
）」
を
制
定
し
ま
し
た
。

健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
法
律
で
、
財
政
の
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
把
握
し
、

財
政
状
況
を
改
善
さ
せ
る
仕
組
み

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
は
こ
の
法
令
に
基
づ
き

毎
年
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
健
全
化
法
を
家
計
に
例
え
る
と
、

生
活
で
の
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
や
、
現
在
の
借
金
と
預
金
の
バ

ラ
ン
ス
を
数
値
で
表
し
、
そ
の
家

計
は
「
健
全
か
ど
う
か
」
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
県
や
市
町
村
な
ど
の
健
全
化
を

判
断
す
る
指
標
に
は
、
①
実
質
赤

字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
③

実
質
公
債
費
比
率
④
将
来
負
担
比

率
⑤
資
金
不
足
比
率—

の
５
つ
の

項
目
が
あ
り
ま
す
。（
５
㌻
参
照
）

　
①
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た

も
の
で
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を

示
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
深
刻

に
な
り
ま
す
。

　
家
計
に
例
え
る
と
、
１
世
帯
の

１
年
間
の
収
入
と
支
出
を
比
べ
、

赤
字
か
黒
字
か
を
判
断
す
る
も
の

で
す
。
村
は
26
年
度
黒
字
な
の
で

０
％
に
な
り
ま
す
。

　
②
連
結
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

を
合
算
し
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
た
も
の
で
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど

深
刻
で
す
。

　
家
計
に
例
え
る
と
、
生
計
を
共

に
す
る
世
帯
（
２
世
帯
住
宅
）
な

ど
で
、
１
年
間
の
収
入
と
支
出
を

比
べ
、
赤
字
か
黒
字
か
を
判
定
し

ま
す
。
村
は
26
年
度
、一
般
会
計
、

特
別
会
計
と
も
に
黒
字
で
し
た
の

で
０
％
に
な
り
ま
す
。

　
公
債
費
比
率　
・
３
％

　
昨
年
に
比
べ
１
％
減

　
③
実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
入

金
の
返
済
額
な
ど
の
大
き
さ
を
指

標
化
し
た
も
の
で
す
。
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
、
数
値
が
大
き

い
ほ
ど
危
険
な
状
態
で
す
。

　
家
計
に
例
え
る
と
、
生
計
を
共

に
す
る
世
帯
で
１
年
間
の
支
出
の

内
、
家
や
車
な
ど
の
借
金
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
返
済
額
が
ど
の
く

ら
い
の
割
合
だ
っ
た
か
を
判
定
す

る
も
の
で
す
。

　
26
年
度
、村
は
前
年
度
よ
り
１
・

５
％
改
善
し
12
・
３
％
で
「
健
全
」

と
な
り
、
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
改
善
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

市町村名 H26年度 前年度比
金 ヶ 崎 市	 17.5	 ▲ 0.2
奥　州　市	 16.7	 ▲ 0.1
北　上　市	 16.6	 ▲ 0.2
陸前高田市	 15.5	 ▲ 1.8
矢　巾　町	 15.5	 ▲ 0.4
久　慈　市	 14.6	 ▲ 0.9
釜　石　市	 14.3	 0.6
一　関　市	 13.9	 ▲ 0.8
岩　手　町	 13.1	 ▲ 1.6
普　代　村	 12.3	 ▲ 1.5
二　戸　市	 12.3	 ▲ 1.0
大 船 渡 市	 11.8	 ▲ 0.7
紫　波　町	 11.8	 0.3
宮　古　市	 11.6	 　　 ―
大　槌　町	 11.3	 ▲ 2.7
花　巻　市	 11.3	 ▲ 1.1
盛　岡　市	 11.2	 ▲ 1.4
遠　野　市	 11.2	 0.4
山　田　町	 11.0	 ▲ 1.5
雫　石　町	 10.5	 ▲ 1.0
八 幡 平 市	 10.3	 ▲ 1.2
平　泉　町	 10.2	 ▲ 1.6
軽　米　町	 10.1	 ▲ 0.8
西 和 賀 町	 9.8	 ▲ 1.5
田 野 畑 村	 9.6	 ▲ 0.9
洋　野　町	 9.5	 ▲ 0.7
一　戸　町	 9.3	 ▲ 1.3
岩　泉　町	 6.8	 ▲ 1.4
葛　巻　町	 6.4	 ▲ 1.4
滝　沢　市	 6.4	 ▲ 0.3
住　田　町	 6.2	 ▲ 0.7
野　田　村	 6.1	 ▲ 1.5
九　戸　村	 4.8	 ▲ 1.9

県内市町村の実質公債費比率 （％）
▲はマイナス

※18％以上は地方債発行（借り入れ）に
知事の許可が必要。

   

努
力
の
成
果
、
村
は
「
健
全
」

12

　
④
将
来
負
担
比
率
は
、
借
入
金

や
将
来
支
払
う
可
能
性
の
あ
る
負

担
な
ど
、
現
時
点
で
の
残
高
の
程

度
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。
将

来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
を
示

し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
家
計
に
例
え
る
と
、
今
後
の
家

や
住
宅
な
ど
借
金
返
済
額
と
預
金

の
状
況
を
も
と
に
、
将
来
の
負
担

が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
な
の
か
判

定
す
る
も
の
で
す
。
村
は
将
来
負

担
額
を
充
当
可
能
財
源
額
が
上
回

っ
た
の
で
初
の
０
％
で
す
。

　
⑤
資
金
不
足
比
率
は
、公
営
企
業

会
計
の
資
金
不
足
を
料
金
収
入
の

規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
た
も

の
で
、経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
、

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
で
す
。

　
家
計
だ
と
生
計
を
共
に
す
る
世

帯
主
以
外
の
人
の
１
年
間
の
収
支

か
ら
資
金
不
足
を
判
断
す
る
も
の

で
す
。
村
は
資
金
不
足
額
が
な
い

の
で
０
％
に
な
り
ま
す
。

   

今
後
も
、
気
を
引
き
締
め
て

　
村
の
財
政
状
況
は
、
健
全
化
法

の
指
標
で
見
る
と
「
健
全
」
で
、

今
の
ま
ま
で
い
け
ば
財
政
的
に
は

問
題
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

歳
入
を
考
え
る
と
地
方
交
付
税
と

国
・
県
支
出
金
で
収
入
の
６
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
税
収
の
増

が
望
め
な
い
中
、
こ
れ
ら
が
減
額

さ
れ
る
と
、
収
入
の
確
保
が
で
き

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
実
施
に
不

安
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
管
理
セ
ン
タ
ー
や

普
代
駅
の
観
光
セ
ン
タ
ー
、
各
地

区
の
公
民
館
な
ど
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
修
繕
や
小
中
一
貫
校
の
建

設
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に

か
か
る
資
金
な
ど
大
幅
な
支
出
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
将
来

的
な
負
担
を
考
え
る
と
、
計
画
的

に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
、経
費
を
極
力
削
減
す
る
な
ど
、

依
然
気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。

　
村
を
知
り
、見
極
め
る

　
震
災
か
ら
の
復
興
を
完
全
に
成

し
遂
げ
る
た
め
、
決
算
や
財
政
状

況
で
今
の
村
を
知
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
将
来
こ
の
村
に
何
が
必
要

な
の
か
を
役
場
、
議
会
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
一
体
に
な
っ
て
、
し
っ

か
り
と
見
極
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
は
村
民
の
幸
せ
、
明
日
の

村
の
た
め
で
す
。

　  財政の早期健全化・再生指標

　  公営企業の健全化指標

　早期健全化基準の15％
を超えると、自主的な改善
努力による財政健全化を行
わなければなりません。

　財政再生基準の20％を超え
ると、国などの関与による再生
措置が行われます。人件費の削
減や住民負担も増加します。

⬇
普代村

0％

0％

12.3％

0％

経営健全化基準

0％

早期健全化基準 財政再生基準

15.0％ 20.0％

20.0％ 30.0％

25.0％ 35.0％
（H26 県平均 11.2％）

（H26 県平均 51.5％）
350.0％

20.0％

解説　グラフは数値が
大きくなるほど「健全」
でない状況です。

⬇
普代村

⬇
普代村

⬇
普代村

⬇
普代村

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

③実質公債費比率

県平均（単純） 11.2 ▲ 0.9
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Ｑ 

個
人
情
報
の
漏
洩
が
怖
い

情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が

保
有
し
、
ほ
か
の
機
関
の

情
報
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
そ

の
都
度
情
報
の
や
り
と
り
を
行
う

「
分
散
管
理
（
図
２
）」
の
方
法
を

と
り
ま
す
。
そ
の
た
め
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
他
人
に
知
ら
れ
て
も
、
そ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
一
度
に
漏ろ

う

洩え
い

す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
っ
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
同

様
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
付
い
た
カ
ー

ド
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
表
面
に

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別

の
基
本
４
情
報
と
顔
写
真
、
裏
面

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

Ｑ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
を

有
す
る
住
民
一
人
一
人
に

つ
け
ら
れ
る
12
桁
の
番
号
で
正
式

に
は
「
個
人
番
号
」
と
言
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
こ
の
ナ
ン

バ
ー
を
使
っ
て
、
国
の
機
関
や
地

方
公
共
団
体
、
健
康
保
険
組
合
な

ど
が
持
っ
て
い
る
個
人
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
同
じ
人
物
の
情
報
か

確
認
す
る
社
会
基
盤
で
す
。

　
こ
の
ナ
ン
バ
ー
を
駆
使
す
る
こ

と
で
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策

な
ど
の
広
い
分
野
で
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
申
請
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
１
の
と
お

り
で
す
。

通
知
カ
ー
ド
は
届
き
ま
し
た
か
？

　

制
度
は
28
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
�

マイナンバー

　最近テレビや新聞など、さま
ざまなメディアで「マイナン
バー」という文字を目にしませ
んか？マイナンバー制度は平成
28年１月からスタートです。
　「制度が始まってから慣れて
いぐべー」という人も少なくは
ないはず。ですがマイナンバー

が記載された「通知カード」は
10月中旬から11月末までに各
ご家庭に送付されます。
　今までも広報誌などで制度に
ついてお知らせしてきました
が、今月号では２㌻に渡り、マ
イナンバー制度をお知らせし、
再確認します。

　
こ
の
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
の
た

め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で

き
る
ほ
か
、
図
書
館
カ
ー
ド
や
印

鑑
登
録
証
な
ど
地
方
公
共
団
体
な

ど
が
条
例
で
定
め
る

サ
ー
ビ
ス
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

　
ま
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
民
間
で
も
広
く
利

用
で
き
、
レ
ン
タ
ル
店

や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
会
す
る
際
、
身
分
証

明
書
と
し
て
提
示
で
き

ま
す（
図
３
）。そ
の
際
、

カ
ー
ド
の
裏
面
に
記
載

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
供
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
ぜ
ひ
、
取
得
を
�

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
の
あ

っ
た
住
民
に
市
区
町
村
長
が
交
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
取

得
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や

本
人
確
認
の
手
段
で
使
わ
れ
る
の

で
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
取
得

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

○今後のスケジュール

　村民の皆さんにマイナンバーをお知らせ
する「通知カード」は平成27年10月中旬
から住民票に記載された住所に順次郵送さ
れます。平成28年１月からは行政機関な
どによるマイナンバーの利用が開始され、
同時に申請者に「個人番号カード」の交付
が始まる予定です。
　平成29年１月からは国の機関でも情報
のやりとりが開始され、半年後の７月から
地方公共団体などでも情報のやりとりを開
始する予定です。したがってマイナンバー
制度が本格的に運用されるのは、平成29
年７月からとなります。

※ ※
　通知カードを紛失した場合、住民票のあ
る市区町村にご連絡ください。通知カード
を再発行するか、個人番号カードの交付申
請を行っていただくことがあります。
　個人番号カードを紛失した場合は第三者
による不正使用などを防止するため、カー
ドの一時停止処理を行いますので、直ちに
個人番号カードのコールセンターまでご連
絡ください。

カードを紛失した
場合は至急連絡を

Ｈ27. 10

通知カードなどの郵送開始（全住民

に世帯ごとに郵送されます）

Ｈ28. １

マイナンバー制度スタート�

個人番号カードの交付開始（希望者

のみ）

Ｈ29. １

国の機関の間で情報連携開始

Ｈ29. ７

地方公共団体の間で情報連携開始

図１

図２

図３

例
え
ば
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
で
は
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
後

現
　
　
在

①
申
請

①
申
請

②
提
供

③
提
出

②
提
供

関係機関に必要書類
を申請し取得�

市区町村・公共職
業安定所など

必要な情報はマイナ
ンバーを使って各機
関に照会�

年金事務所

Ａさんの所得が免除
基準を満たしてるこ
とを確認�

年金事務所

Ａさんの所得が免除
基準を満たしてるこ
とをより正確かつ効
率的に確認�

年金事務所

住民Ａさん

所得が少ないから国
民年金保険料を免除
してもらおう�必要
な添付書類を関係機
関から集めなきゃ…。

住民Ａさん

所得が少ないから国
民年金保険料を免除
してもらおう�申請
には保険料免除申請
書とマイナンバーが
必要だったな…。

住民Ａさん

必要種類もそろっ
たし保険料免除申
請書に添付書類を
添えて年金事務所
に提出しよう�

市町村

公共職業安定所

↖
←

市区町村

ハローワーク 税務署

健康保険組合独立行政法人

照会

回答

店員

マイナンバーを
提示する必要は
ありません

身分証明書としての
利用はＯＫ

10月から上の４つが送付されています。ご確認ください

認
定
�

認
定
�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
後
は
Ａ
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
�
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「
宮
沢
賢
治
『
敗
れ
し
少
年
の

歌
へ
る
』
詩
碑
建
立
10
周
年
記
念

式
典
」
と
「
宮
沢
賢
治
『
発
動
機

船
一
』
詩
碑
建
立
除
幕
式
」
が
９

月
24
日
、
ま
つ
い
そ
公
園
と
黒
崎

展
望
台
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約

１
０
０
人
が
宮
沢
賢
治
と
村
と
の

縁
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
同
実
行
委
員
会
の

森
田
真
奈
子
委
員
長
が
「
詩
碑
建

立
10
周
年
を
皆
さ
ん
と
祝
福
し
喜

び
合
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
詩
碑
の
前
で
は
コ
ー
ラ

ス
・
ラ
イ
オ
ッ
ト
風
（
金
子
泰

子
代
表
、
16
人
）
が
刻
ま
れ
た

詩
を
使
っ
た
楽
曲
を
歌
い
、
建

立
10
周
年
の
節
目
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
黒
崎
展
望
台
に
会

場
を
移
し
、
新
詩
碑
の
建
立
除

幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
柾
屋
伸

夫
村
長
は
「
詩
碑
の
建
立
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
が
賢
治
の
世
界

へ
の
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
村

の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
・
伝
統

を
大
切
に
す
る
機
運
の
醸
成
に

も
寄
与
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い

ま
す
」
と
詩
碑
の
建
立
に
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
が
詩
碑
を
除

幕
し
、
ネ
ダ
リ
浜
を
望
む
位
置
に

あ
る
真
新
し
い
詩
碑
が
日
の
目
を

見
ま
し
た
。

　

碑
は
縦
、
横
90
㌢
、
厚
さ
12
㌢

で
賢
治
が
１
９
２
５
年
に
三
陸
地

方
を
訪
れ
、
書
い
た
と
さ
れ
る
詩

「
発
動
機
船
一
」
が
刻
ま
れ
て
い

て
、
詩
の
中
に
ネ
ダ
リ
浜
を
想
像

さ
せ
る
一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
普

代
と
賢
治
の
関
係
性
を
残
そ
う
と

建
立
し
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
の
一
環
で
三
陸
沿
岸

道
路
田
野
畑
・
普
代
道
路
工
事
安

全
衛
生
連
絡
協
議
会
が
８
月
26
日
、

株
式
会
社
東
京
鐵
骨
橋
梁
が
９
月

１
日
、
村
の
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
ル
ー
ト
の
整
備
活
動
を
無
償

で
行
い
ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
に
は
作
業
員
の
背
丈

以
上
の
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

た
り
、
倒
木
が
通
行
を
妨
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
の

ル
ー
ト
を
清
掃
し
、
道
な
き
道

が
道
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

野
田
〜
普
代
間
は
今
年
８
月
３

日
に
開
通
し
通
行
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
清
掃
が
行
わ
れ
た

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
、
散
策

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

雑草が作業員の背丈以上伸びていました

「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｊ
Ｏ
Ｂ
（
グ
ッ
ド

ジ
ョ
ブ
）」
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
訪
問
し
た
の
は
役

場
や
村
図
書
室
、
は
ま
ゆ
り
子
ど

も
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、

商
店
や
飲
食
店
な
ど
の
18
カ
所
。

生
徒
は
職
場
内
を
見
学
し
た
り
、

体
験
場
所
で
指
導
を
受
け
た
り
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
へ
の
関

心
を
深
め
ま
し
た
。

　

普
代
中
学
校（
佐
藤
嘉
宏
校
長
、

生
徒
65
人
）
の
１
年
生
19
人
が
９

月
29
、
30
日
の
両
日
、
村
内
の
施

設
や
事
業
所
で
職
場
体
験
学
習

左から駒木夕陽君、野田口和奏さん、佐藤理子さん

普代中生が職場体験
さまざまな仕事に関心深める

　

久
慈
広
域
連
携
で
は
初
と
な
る

総
合
防
災
訓
練
が
９
月
27
日
、
村

全
域
を
会
場
に
近
隣
市
町
村
の
消

防
団
や
医
療
機
関
な
ど
が
参
加
し

行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
有

事
の
際
の
備
え
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
災
害
対
応
機
関
の
相
互

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
同
日
９
時
ご
ろ
、
岩
手

県
沿
岸
北
部
を
震
源
と
す
る
震
度

６
強
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。
村

内
各
地
で
家
屋
が
倒
壊
し
、
街
区

に
発
生
し
た
火
災
が
、
林
野
に
飛

び
火
す
る
大
規
模
火
災
に
発
展

し
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
―
と

い
う
想
定
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

旭
日
区
で
は
地
震

発
生
と
同
時
に
お
の

お
の
が
身
の
安
全
を

確
保
し
た
後
、
同
地

区
の
自
主
防
災
会
が

避
難
の
援
助
や
誘
導

な
ど
が
必
要
な
住
民

を
支
援
す
る
「
要
配

慮
者
等
支
援
訓
練
」

を
行
い
、
有
事
の
際

の
共
助
の
在
り
方
や

課
題
を
探
り
ま
し

た
。

　

役
場
駐
車
場
で
は

普
代
小
・
中
学
生
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
の
体
験
が
行
わ
れ
、
各
物
品

の
使
い
方
や
機
能
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
村
消
防
団
と
管
内
消
防

団
が
連
携
し
た
動
き
を
確
認
し
た

り
、
村
診
療
所
と
久
慈
病
院
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
が

「
応
急
救
護
所
設
置
運
営
訓
練
」

を
行
っ
た
り
し
て
災
害
時
の
対
応

を
相
互
共
有
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
村
消
防
団
の
三
船
隆

久
団
長
は
「
災
害
が
発
生
し
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
が
、
な
に
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
今
日
、
我
々

消
防
団
は
い
つ
災
害
が
発
生
し
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
、

訓
練
を
重
ね
て
備
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

旭日区では自主防災会が先頭に立ち、要配慮者等支援訓練も実施

診療所とＤＭＡＴの応急救護所設置運営訓練

広域連携での総合防災訓練

災害への備え、再確認
久慈広域で一丸となる

宮
沢
賢
治
新
詩
碑
を
建
立

　
村
と
の
縁
に
思
い
を
は
せ
る

司会者の合図で一斉に除幕する関係者

ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
の
整
備
活
動

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
散
策
を

　普代副村長の太田敏光氏（太田名部＝63）
が再任しました。任期は平成27年10月１日
から同31年９月30日までです。太田副村長
は「柾屋村長の下、普代村の発展のため、全
力を尽くしてまいります。村民の皆さま、関
係各位の皆さまの、今まで以上のご指導ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願いします」と
決意を新たにしていました。

副村長に太田氏が再任

交通指導隊に大㟢氏が就任
　村交通指導隊に中
央区の大﨑隆氏（60）
が就任しました。任
期は平成27年８月24
日から同29年８月23
日までです。大﨑氏
は「先輩指導員の指
導の下、普代村の交通事故防止に努めます」
と意気込んでいました。

　

役
場
を
訪
れ
た
駒
木
夕
陽
君
、

佐
藤
理
子
さ
ん
、
野
田
口
和
奏
さ

ん
は
広
報
業
務
を
体
験
。
村
広
報

担
当
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
体
験

を
取
材
し
ま
し
た
。

　

は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
で
園
児
の

お
世
話
を
し
た
生
徒
た
ち
は
遊
具

で
遊
ぶ
な
ど
し
て
園
児
と
触
れ
合

い
ま
し
た
。大
上
華
穂
さ
ん
は「
貴

重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。そ
の
ほ
か「
大
変
だ
っ
た
」「
忙

し
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
声
も
聞

こ
え
、
生
徒
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し

た
様
子
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
こ
の
２
日
間
で
仕

事
の
喜
び
や
達
成
感
、
苦
労
な
ど

を
肌
身
で
感
じ
、
今
後
の
進
路
決

定
や
自
分
の
将
来
を
考
え
る
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

真剣に盛り付けをする野場来海さん（左）

かわいいきらりちゃんと華穂さん

この記事はわたしたちが
取材して作りました。
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海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
だ
い

３
０
０
０
人
で

終
日
大
盛
況

　海の村の一大イベント「2015 海フェ
スタ in ふだい」（同実行委主催）が10月
４日、太田名部漁港で開かれ、村内外の
普代ファン約3000人でにぎわいました。
　会場では、格安のサケ汁やコンブひっ
つみ汁が販売されたほか、活魚のつかみ
どり大会や海上パレードなどイベントも
盛りだくさんでした。サンマのつかみど
りも行われ、参加者の皆さんは両手で持
てる限りのサンマをつかみ、袋に入れて
持ち帰りました。久慈市から参加した滝
澤光さんは「２人の子どもがサンマを
15匹ずつつかみ、うれしそうに家に持
ち帰りましたよ」と満喫していました。
　矢巾町と矢巾町消防団からは約6500
個の餅を提供してもらい、もちまきが行
われるなど終日大盛況でした。

１塩蔵コンブの袋詰めでは、袋の限界が
垣間見えます２両手でがっちり。サンマ
のつかみどり３海上パレードでは約15隻
の船が海上を行進４魚の身卸しコーナー
では観客が釘付けになっていました５は
だしで水槽に入り、つかみどり６人気を
集めた水上バイク７海上遊覧を満喫する
親子８格安で販売されたサケ汁には行列
ができました９矢巾町と矢巾町消防団提
供の約6500個の餅を威勢よくまきます
10村昆布大使による料理教室

1

２

４

５

６

７

８

９

10

３



■ みんなのひろば■ みんなのひろば
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『
今
の
所
、
土
用
マ
ツ
タ
ケ
で
す
…
』

　太田名部漁港に立つ向川戸さん。社会人１
年目のフレッシュマンです。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は中央区の向川戸
剛志さん (18) です。

マイフレンド  Vol.88M Y
F R I E N D

　
４
月
か
ら
村
漁
業
協
同
組
合
に

勤
め
る
向
川
戸
剛
志
さ
ん
。
今
年

３
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
社
会
人

１
年
目
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
で
す
。

向
川
戸
さ
ん
は
「
普
代
と
い
っ
た

ら
水
産
業
。
そ
ん
な
生
ま
れ
育
っ

た
村
に
貢
献
し
た
い
と
水
産
業
が

身
近
な
漁
協
に
就
職
し
ま
し
た
」

と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　
漁
協
で
は
業
務
部
販
売
課
で
、

市
場
業
務
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。「
効
率
よ
く
市
場
運
営
や
自

分
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
段

取
り
を
し
っ
か
り
組
ん
で
仕
事
に

臨
ん
で
い
ま
す
」
と
社
会
人
１
年

目
な
が
ら
し
っ
か
り
と
し
た
口
調

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
海
の
業
務
に
日
々
奮
闘
す
る
向

川
戸
さ
ん
。
休
日
は
打
っ
て
変
わ

っ
て
山
に
繰
り
出
す
こ
と
が
あ
る

と
い
い
ま
す
。「
小
学
２
、
３
年

生
の
こ
ろ
か
ら
お
じ
さ
ん
と
一
緒

に
マ
ツ
タ
ケ
採
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
１
回
行
き
ま
し
た
よ
」
と

向
川
戸
さ
ん
。

　
そ
の
時
の
成
果
を
聞
く
と
「
１

本
採
り
ま
し
た
。
時
期
が
早
く
土

用
マ
ツ
タ
ケ（
マ
ツ
タ
ケ
の
前
に
先

走
っ
て
生
え
る
も
の
。香
り
は
マ
ツ

タ
ケ
と
同
等
だ
が
味
は
劣
る
）で
し

た
が
香
り
は
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。
今
年
あ
と
１
回
以
上
行
っ
て

本
物
の
マ
ツ
タ
ケ
を
採
り
た
い
で

す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
マ
ツ
タ
ケ
採
り
以
外
で
は
家
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
本
を
読
ん
だ
り

し
て
過
ご
し
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
海
外
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
で

す
。
ス
ペ
イ
ン
と
か
行
っ
て
み
た

い
な
ー
。

―
村
へ
一
言
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
で
生
活
し
て
い

く
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
…�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
…�

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
…�

36
ー
１
０
４
４

『こやぶ医院は
なんでも科』

柏葉　幸子

　今日は学校に行きたくな
いなぁって思う日ありませ
んか？仮病を使って休んだ
ら、怖そうな病院に連れて
行かれて…。（宮古市生ま
れの作家の本です）

佼成出版社
 『チリとチリリ

ちかのおはなし』
どい　かや

　チリとチリリのいえのち
かで、おおきなおとがして
なにかがにげていきまし
た。ふたりはおいかけまし
たが…。ふたりのちかのた
んけんのはじまりです。

アリス館

本はともだち

『まいごのとびら』
のはら　里

　いつでも親は子どもの幸
せを願っています。迷って
しまったとき、この本を開
いてみてください。自分を
大切にするための「まいご
のとびら」絵本。

文芸社

◆小学生向け

◆小学生〜一般向け
◆幼児向け

昨年４月に誕生した「KAZU
MARUブランド」

　　 　

「地産地着で頑張ります」

㈱エヌエルフォーティ

37人の職員が年間約32万枚の衣類を製造します

内
の
工
場
で
そ
れ
ぞ
れ
操
業
開

始
。
平
成
16
年
に
Ｎ
Ｌ
40
に
名
を

改
め
、
平
成
22
年
に
は
２
つ
の
工

場
の
老
朽
化
が
激
し
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
旧
堀
内
小
学
校
に
統
合
移

転
し
ま
し
た
。

　
植
田
一
丸
社
長
は
「
会
社
設
立

か
ら
半
世
紀
を
迎
え
ま
す
。
今
後

も
地
域
経
済
や
雇
用
環
境
の
維
持

改
善
の
た
め
協
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

依
頼
で
製
品
を
作
る
経
営
主
体
に

加
え
、
昨
年
４
月
に
「
地
産
地
着
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｕ
ブ
ラ
ン
ド
」
が
誕
生
。
同

ブ
ラ
ン
ド
は
同
社
の
技
術
を
地
域

に
も
提
供
し
た
い
と
工
場
直
販
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

　
旧
堀
内
小
学
校
の
校
舎
に
工
場

を
構
え
る
「
株
式
会
社 

エ
ヌ
エ

ル
フ
ォ
ー
テ
ィ
（
Ｎ
Ｌ
40
）」。
こ

こ
で
は
37
人
の
従
業
員
が
７
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
年
間
約
32
万

枚
の
衣
類
を
製
造
し
、
メ
ー
カ
ー

経
由
で
全
国
各
地
に
納
品
し
て
い

ま
す
。

　
同
社
は
昭
和
45
年
に
「
株
式
会

社
柳
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
設
立
し
、

同
年
に
村
中
央
区
、
同
48
年
に
堀

341

ましろちゃん（左）とところくん
（はまゆり子ども園さくら組）

　はたけやまましろちゃん（畠山茉白、
５歳）から父・正也さん、母・祥子さんへ
　ぱぱはひげがあってせがたかくてかっ
こいいよ。わるいことするとおににでん
わするの。うんどうかいでははしるのは
やかったよ�
　ままはおこりんぼうでおおきいこえを
だすよ。こえがちいさくてやさしいとき
がすきだなー�
　おおきくなったらはなやさんになっ
て、ぱぱにはこすもす、ままにはひまわ
りをプレゼントするよ�

　もりたところくん（森田青心、６歳）
から父・陽さん、母・真来さんへ
　とうちゃんはやくばではたらいている
よ。おこるとおにの 10 ばいこわいけど、
おかねをためてホテルにつれていってく
れるんだ。らいねんもつれていってね�
　おかあさんはりょうりがじょうずでハ
ンバーグがおいしいよ�おこるとおにの
100 ばいこわいんだ�
　がっこうにいったらさんすうをがんば
るけど、とうちゃんもおかあさんもわか
らないときはおしえてね。

や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
を
販
売
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
同
社
の
植
田
健
太
郎
常
務
は

「
お
客
さ
ま
の
希
望
に
沿
っ
た
も

の
が
作
れ
る
よ
う
日
々
、
努
力
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ
ブ
ラ
ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

★
ＮＬ40

■㈱エヌエルフォーティ
　場　　所：�普代村 20−43−2（☎35−2442）
　営業時間：８：30 〜 17：00
　営 業 日：月から金曜日

三陸鉄道北リアス線

至元村→

←至久慈

堀内地区
漁村センター

☆
今
月
の
本
の
紹
介
は
、職
場
体
験
で
図
書
室
を
訪
問
し
た
生
徒
が
選
定
し
ま
し
た
。
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移住
定住

関係人口

交流人口
観光など、地域に訪れる（交流する）人

年に数回定期的に訪れ
現地の人とも繋がる人たち

　
ふ
だ
い
ま
つ
り
の
余
韻
の
残
る

８
月
31
日
夜
。
東
京
都
か
ら
大
学

生
２
人
が
16
時
間
か
け
て
普
代
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
彼
女
た
ち
と
は
東
京
で
出
会
い
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。

普
代
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
い
た
ら
「
普
代
に
行
き
た
い
」

と
連
絡
が
あ
り
、
来
村
が
決
定
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
鳥
居
地
区

の
自
然
体
験
学
習
施
設
を
改
装
し
、

宿
泊
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
８
月
31
日

〜
９
月
４
日
の
期

間
滞
在
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
彼
女
た
ち
の
興

味
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
た
め
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
で

し
た
が
、
丹
治
さ

ん
の
畑
で
農
業
体

験
や
黒
崎
・
堀
内

観
光
、
鉄
山
染
め

体
験
な
ど
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
は
「
海

の
青
も
山
の
緑
も

堪
能
で
き
想
像
以
上
に
満
足
し
た
。

ま
た
来
た
い
」
と
話
し
て
い
た
の

で
素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
５
日
間
案
内
し
、
自
分
の
無
計

画
さ
と
勉
強
不
足
を
反
省

し
ま
し
た
が
、
ま

た
１
つ
普
代

の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
自
分
自
身
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
改
装
し
た
自
然
体

験
学
習
施
設
を
大
い
に
活
用
し
、

関
係
人
口
（
年
に
数
回
定
期
的
に

訪
れ
、
現
地
の
人
と
も
つ
な
が
る

人
た
ち
※
図
参
考
）
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
利

用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
彼
女
た

ち
が
滞
在
し
た
５
日
間
の
レ
ポ
ー

ト
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

が
な
い
人
な
ど
に
は
レ
ポ
ー
ト
を

印
刷
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
鬼

束
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
６

　
東
京
か
ら
の
訪
問
者

　
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
（
長
坂
孝

志
園
長
、
園
児
79
人
）
の
運
動
会

が
９
月
26
日
、
村
社
会
体
育
館
で

行
わ
れ
、
会
場
に
は
園
児
た
ち
の

元
気
い
っ
ぱ
い
な
声
と
保
護
者
の

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
運
動
会
は
伊
藤
悠
志
君
、
道
下

瑚
人
君
、
古
山
愛
菜
ち
ゃ
ん
、
齋

藤
千
穂
ち
ゃ
ん
の
元
気
い
っ
ぱ
い

な
選
手
宣
誓
で
ス
タ
ー
ト
。
園
児

た
ち
は
紅
白
に
分
か
れ
全
16
競
技

を
小
さ
な
体
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に

競
技
し
ま
し
た
。

　
円
形
の
軽
い
布
の
ふ
ち
を
持
ち
、

上
下
や
回
転
さ
せ
て
遊
ぶ
「
パ
ラ

バ
ル
ー
ン
」
で
は
さ
く
ら
組
の
園

児
た
ち
が
息
ぴ
っ
た
り
の
演
技
を

披
露
し
会
場
か
ら

拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
最
終
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
さ
く
ら
組
に

よ
る
親
子
リ
レ
ー

で
は
園
児
た
ち
が

力
強
い
走
り
を
見

せ
、
負
け
ず
と
お

父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
も
全
力
で
そ
れ

に
応
え
ま
す
が
、

中
に
は
転
倒
し
不

甲
斐
な
い
姿
を
見

せ
る
人
も
…
。
何

は
と
も
あ
れ
園
児
た
ち
か
ら
は
笑

顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
組
の
太
田
り
あ
ち
ゃ
ん

は「
マ
マ
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
よ
。

遅
か
っ
た
け
ど
頑
張
っ
て
た
よ
」

と
笑
顔
で
し
た
。

「はい� ママがんばれー」

自然体験学習施設の前で記念撮影。彼女たちにとって大満足の５日間でした

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から
正しいものを選び、はがきで応募してくださ
い。①は２㌻から、②は10㌻からの出題です。

　①本村の平成26年度の一般・特別会計を
合わせた金額はいくらでしょう？

　Ａ　19億523万円

　Ｂ　29億523万円

　Ｃ　39億523万円

　②海フェスタ in ふだいには約何人の来場
があったでしょう？

　Ａ　1000人

　Ｂ　2000人

　Ｃ　3000人　

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で５人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392

　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…11月９日（月）　当日消印有効

　９月号の答え…①−Ｃ　②−Ａ

　応募総数…６通で６人が正解でした。抽選

の結果、次の５人に図書カードをお送りしま

す。おめでとうございます。

　当選者…①結城和咲ちゃん（盛岡市・５歳）

②畠山雄介君（黒崎・６歳）③滝澤光
き ら ら

来ちゃ

ん（久慈市・６歳）④藤島遼君（白井・６歳）

⑤滝澤啓
ひ び き

光君（久慈市・４歳）

広報クイズ

11月29日
久慈市アンバーホール
開場 13：30　■チケット
開演 14：00　大人 1000円 / 小人 500円

公演についてのお問い合わせやチケットのお求めはふだい
荒磯太鼓事務局（☎ 35 − 2111 ※村教育委員会内）へ

ふだい荒磯太鼓自主公演

天地共鳴
友情出演／宮城社　さくら会

滝澤啓
ひ び き

光 君
（久慈市・４歳）

フ
シ
ギ
ダ
ネ
上
手
だ
ね
�
○広  

今月は
　鬼

おに

束
つか

隊員です

はまゆり子ども園運動会
元気な声が体育館に響く

乳児から年長組まで精一杯かけっこ

鍋梨次郎さん
（緑区・69 歳）

古
希
祝
い
は
行
い
ま
し
た
か
？
敬
老
会
は
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
な
に

よ
り
で
す
。
○広  

藤島　遼 君
（白井・６歳）

ジ
バ
ニ
ャ
ン
上
手
に
描
け

た
ね
�
○広  

滝澤光
き ら ら

来ちゃん
（久慈市・６歳）

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い
だ
ね
�
○広 

畠山雄介 君
（黒崎・６歳）

リ
ン
ゴ
に
ブ
ド
ウ
に
バ
ナ
ナ
。
全
部
お

い
し
そ
う
�
○広   

結城和咲ちゃん
（盛岡市・５歳）

紅
葉
が
き
れ
い
だ
ね
ー
�
○広 

２月から稽古を
積んできた新曲
の披露も�ぜひ
来場を�

村のホームページでは
彼女たちの５日間のレ
ポートがみられるほか、
行政情報が満載です。
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　県北広域振興局では、認知症の人や
その家族の人たちを地域のみんなで支
えるために、認知症の正しい知識を普
及啓発する講演会を次のとおり開催し
ます。皆さまのご来場をお待ちしてい
ます。
▶日時…平成27年11月７日（土）13：
00〜16：10（開場 12：30）
▶場所…久慈市文化会館アンバーホー
ル　小ホール（久慈市川崎町17番１
号）
　入場料は無料で事前申し込みは不要
です。お問い合わせなどは県北広域振
興局保健福祉環境部企画管理課（☎
0194−53−4987　内線 251）まで。

　後期高齢者医療制度の限度額適用・
標準負担額認定証は病院などの窓口で
提示するとお支払が所得区分に応じた
自己負担限度額までとなるもので、入
院時の食事代も減額されます。
　この証の対象となる人は世帯全員が
非課税の人です
　まだお持ちでない人で交付を希望さ
れる人は役場住民福祉課で申請をお願
いします。お問い合わせは役場住民福
祉課（☎35−2113　内線 135）まで。

　県では、久慈広域消費生活センター
の消費生活相談と併せて、弁護士の無
料相談会を次のとおり開催します。
▶日時…10月26日（月）13：30〜15：
30　※予約優先
▶場所…普代村役場　会議室
　予約は久慈広域消費生活センター

（☎0194−54−8004）、久慈地区被
災者相談支援センター（☎0120−
934−755）まで。

　自衛隊岩手地方協力本部二戸地域事
務所では次のとおり自衛官候補生を募
集しています。
▶募集種目…自衛官候補生
▶応募資格…18歳以上（高卒見込み含
む）27歳未満
▶受付期間…10月26日 (月) 〜 11月
10日 (火)
▶試験日…11月15日 (日)
▶試験場…岩手駐屯地
※応募資格の年齢は平成28年４月１日現在

　詳しくは自衛隊久慈連絡所（☎
0194−53−5419）までお問い合わ
せください。

久慈地区法律相談
▶期日…11月５、19日(木)▶時間…

10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…10月22日(木)▶時間…９:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消

費生活センター▶問い合わせ先…同セ

ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…11月18日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…11月10日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄

バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…11月20日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…10月19日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

弁護士無料出張相談の開催

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談
認知症セミナーの開催

皆さんの力を自衛隊に！！

認定証はお持ちですか？

商品券の使用、お早めに !

　村で今年６月に支給した「子育
て支援商品券」の有効期限は平成
27年11月30日までです。お手
元に残っている人がいたらお早め
に使用してください。

　11月５日から15日まで、全国火災
予防運動が展開されます。運動期間中
は「無防備な　心に火災が　かくれん
ぼ」を意識し、火災予防の普及を図り、
火災発生を防止し、大切な財産の損失
を防ぎましょう。
　３つの習慣…①寝たばこは、絶対や
める②ストーブは、燃えやすい物から
離れた位置で使用する③ガスコンロな
どのそばを離れるときは、必ず火を消
す
　４つの対策…①逃げ遅れを防ぐた
め、住宅用火災警報器を設置する②寝
具や衣類、カーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎品を使用する③火災を小
さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する④お年寄りや身体の不
自由な人を守るために隣近所の協力体
制をつくる

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連
合会ではひとり親家庭・寡婦の人を対
象に、弁護士による無料法律相談を次
のとおり行います。
▶日時…平成27年11月４日（水）　10：
00〜15：00
▶場所…久慈地区合同庁舎　２階　相
談室
　お申し込みやお問い合わせは県北広
域振興局保健福祉環境部（☎0194−
53−4982）、または久慈市母子寡婦
福 祉 協 会 長（☎0194−53−2839）
まで。

　岩手県では食の安全安心リスクコミ
ュニケーションとして次のとおり食中
毒、感染症対策を考える無料のシンポ
ジウムを開催します。
▶日時…平成27年11月２日（月）　13：
30〜16：10
▶場所…いわて県民情報交流センター

「アイーナ」７階 アイーナホール（盛
岡市盛岡駅西通１丁目７番１号）
　申し込みは電話、メール、FAX で
①氏名②参加人数③居住市町村名を添
えて10月26日（月）までに県庁・県
民くらしの安全課までお申し込みくだ
さい。
　申込先は①電話：019−629−5322　
②メール：AC0009@pref.iwate.jp　
③ＦＡＸ：019−629−5279−まで。

ひとり親家庭の法律相談

ご存じ
ですか ?

▶鵜川奈央子 3 万円▶モクザイリヨウ
ポ イ ン ト 1,389円 ▶ イ ト ウ イ サ オ
5,000円

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　64,780,408円

義援金、支援金
（９月１日〜９月30日分、敬称略）

これまでの合計額　13,144,282円

ふるさと応援寄付金
（９月１日〜９月30日分、23人）

  ■村内の交通事故《９月》
	 人身事故　０件（２件）
	 物損事故　１件（22件）
	 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動件数《９月》  ７件
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 県内33市町村中ワースト順位…１位
（平成27年８月31日現在）

	 村内の検挙者数《８月》 ０人（２人）
	 県内の検挙者数《８月》 36人（255人）
	 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（０人）

９月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

全国火災予防運動を展開

食中毒・感染症の対策を�

ご存じ
ですか ?

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

平成27年 普代村文化祭

　今年も10月31日、11月１日の
両日、普代村文化祭が社会体育館
などで開かれます。
　体育館では作品展示やステージ
発表がされるほか、外では村内各
商店の出店などもあります。ご近
所お誘いあわせの上、ぜひご来場
ください。

昨年の文化祭

「拓陽祭」に行こう！
　岩手県立拓陽支援学校では、次
のとおり拓陽祭を行います。

▶日時…11月14日（土）　９：20
〜15：00
▶場所…岩手県立久慈拓陽支援学
校（久慈市侍浜町）
▶問い合わせ先…岩手県立拓陽支
援学校（☎ 0194−58−3004）

中央区　電話  35−2045髙橋薬局
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ためんびゃあカードはお得ですよ�

金子亮子様（黒崎）工藤尊生栄様（芦渡）戸草内ユキ様（旭日
区）畠山伊代子様（黒崎）古山李帆様（白井）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。９月当選
者は以下５名です。

　当会は 108 円に１ポイントサービス
していて、400Ｐためると 500 円のお
買いものができます。「顔の見えるサー
ビス」を心掛け、地域が元気になるよう
加盟店一同ガンバっています�
　ためんびゃあカードをご愛顧下さい�

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

11月のこんなこと、あんなこと

8

22

2

9

16

23

3

17

4

11

18

25

5

19

26

3

6

13

27

7

14（大安）

（友引）

（大安）

（赤口）

（友引）

（先負）

（赤口）

（先負）

（大安）

（先勝）

（友引）

（仏滅）

（大安）

（友引）

（大安）

（赤口）

（先勝）

（先負）

（大安）

（先勝）

（仏滅）

（赤口）

村県民税第３期納期
限・国民健康保険税
第３期納期限

◦健康相談（茂市・
芦渡）

勤労感謝の日

文化の日
◦１歳６カ月児・３
歳 児 健 診（ 受 付 12：
00〜12：30、◯保）
◦ブックスタート

◦２歳児健康教室
（ 受 付 12：00〜12：15、
◯保）

◦２歳６カ月児歯科
教 室（ 受 付 12：00〜
12：15、◯保）

◦健康相談（堀内・
沢向）

◦乳 児 健 診（ 受 付
12：00〜12：30、◯保）
◦ブックスタート

普 代 フ ェ ア in 盛 岡
（〜22日）
◦健康相談（太田名
部）

◦健康相談（鳥居・
堀内机）

第22回北緯40度は
まゆりマラソン大会

体育施設無料開放日

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

◎ 児童虐待防止推進月間   虐待をしない・させない  地域の輪

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

12/1

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 :18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

中央区   三船製菓  ☎35－2020

10/31(土)・11/1(日)

11/22(日)

普代村文化祭
ふだいまるごと元気市

普代村文化祭
ふだいまるごと元気市

10月31日・11月1日 (土・日)

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

喪中印刷・早期半額 受
付
中

七 五 三 記 念 写 真
マイナンバー顔写真
七 五 三 記 念 写 真

金　　額　�1,500円／月：白黒１
マス（縦4.5㎝×横９㎝
程度、多少増減する
こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸
配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線116）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

下取り査定０円の車、ローン中の車、車検切れの車など
お気軽にお問い合わせください

自動車高価現金買取り
引取り・書類手続き無料

営業日：木・金・土・日　午後3時ごろ〜
ＴＥＬ：３５−２５２４　中 村 商 店

さっちゃん田楽
焼き魚、旬のくだものなど販売�!
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▼
今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
普
代
村

で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
実
施
し
、
久
慈
広
域
連
携
で

初
と
な
る
開
催
で
し
た
▼
空
中
偵
察

で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
し
ま
し

た
が
自
分
は
高
い
所
が
苦
手
な
の
で

と
に
か
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し

た
。
一
枚
だ
け
紹
介
し
ま
す
ね
▼
最

近
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
風

邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
暖
か
く
し
て

お
休
み
く
だ
さ
い
。（
下
道
崚
聖　

)

		  前月比	 前年比
人　口	 2,868人	（−３）	（−45）
  （男）	 1,389人	（−４）	（−22）
  （女）	 1,479人	（＋１）	（−23）
世　帯	 1,150戸	（−２）	（＋13）

人口と世帯９月末現在

　　ふだいまるごと
元気市

　ふだいまるごと元気市（同実行委主催）が９月13日、普代駅前の復興ふれあい広場を

会場に開かれ、会場には村内各商店など15店舗の販売テントが並んだほか、国重要無形

民俗文化財の鵜鳥神楽の舞いの披露や歌謡ショーが行われ盛り上がりを見せました。開会

式では同実行委の三田地勇治委員長の合図で来場客が色とりどりの風船を空に浮かべまし

た。1980年代ヒット曲のイントロクイズ「あまちゃん 8
エイティーズ

0’s H
ヒッツ

ITS イントロドン」では、

出場者が曲目を思い出そうとする姿などが会場の笑いを誘いました。参加した中央区の長

澤富士子さんは「たかをくくって出場しましたが、想定外でした」と笑顔でした。

開会式では色とりどりの風船が普代の空に
浮かびました

青の国ふだいの青色で三鉄列車を歓迎し
た「フダイエモーション」

「あー破けちゃった」子どもたちの人気を
集めたスーパーボールすくい

来場客とのユーモアある駆け引きが人気を
集める鵜鳥神楽の演目「恵比寿舞」

イベント盛りだくさんだった元気市。たくさ
んの笑顔が溢れていました ステージから威勢よく懸賞付きもちまき

「聞いたことあるんだよなー」曲目を振り絞
って思い出そうとする出場者

ゴールはもうすぐ�宮古駅を目指して
三鉄すごろく


